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「警告」 

①  人体の各部位に装着されている全ての金属類は検査前に取り除くこと。 

② 化粧や刺青等、取り除くことが困難な金属粉の使用が疑われる人への検査は慎重に行

なうこと。 

③ 微細金属片等による眼球の損傷への注意及び音による耳への悪影響に対する保護等の

手段を講じること。 

④ 患者が、禁忌・禁止の欄に記載されている患者に該当するかどうかを検査前に確認す

ること。 

 

 

「禁忌・禁止」 

①導電性のある金属を含む貼付剤を使用したまま検査を行なわないこと。 

 [加熱により貼付部位に火傷を引き起こす可能性があるため。] 

② 金属 (金属粉を含む)や心臓ペースメーカ、植込み型神経刺激装置、脳脊髄ドレーイン

チューブ等を装着又は体内に植込んだ患者への検査を行なわないこと。 

[ 医療機器の破損・動作不良等が発生する恐れがある。] 

 

 

 

使用上の注意 

  重要な基本的注意 

MRI検査を行う前に患者に対し、導電性のある金属を含む貼付剤の使用の有無を確
認すること。（禁忌・禁止の項を参照のこと。） 

取扱説明書などの付属文書の「安全事項関連の項」を熟読し、機器を使用すること。 

    MRI検査前に以下の医療機器等を装着している患者は洗浄または取り外すこと。 
      磁石付入れ歯やその他の入れ歯類 

      微細金属や金属イオンを含有したもの 

（カラーコンタクトレンズ・おしゃれ用カラーレンズ等を含む） 

      金属イオン類等を含んだ化粧品・ネイルケア用品・ファッション用品類 

    次の場合を有する患者への検査は事前に医師の指示を受けること。 

      永久的な刺青をした人 

      職業柄、微細金属片を偶発的に体内に取込んでしまっている人 

      軍事活動等によって金属片が体内に埋込まれている可能性のある人  


